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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課 題 名 スギさし木苗の発根形態別生長試験

課 題 区 分 1 指 一小
震雰 1 
昭禾口53～ 60年度 担当 都 城 営 林 署

目

　

標

多段根苗は普通苗に比較して,良い初期生長を示す傾向がみられるので,多段根苗と生長との関

係の究明と多段根苗の育苗技術を開発する。

結

果

多段根育苗

薬剤をオキシベロン粉斉1,液斉1区に分け,傷付けを縦傷,斜傷別に処理しさし付けた結果,試

験方法別に差異は生じなかった。普通苗と比べると平均的に良苗が多かった。

生長との関係

多段根の初期生長には期待するほどの傾向がなく有意性は認められない。宮崎 6号の 1ク ロー

ンのみが、やや多段根が優位にとどまった。
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容

項 目 内  容 項 目 内  容 項 目 内  容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径 釧

樹 l=ヨ] π

んα当た り本数 本

材 積 ″

開発経過と調査内容

昭和55年度

昭和56年 3月苗畑に穂木挿付け

(1)発根促進  ア.傷付別 (縦傷,斜傷) イ.発根促進剤 (オ キシベロン紛剤,液剤)

昭和56年度

昭和57年 3月堀取調査

多段根苗と普通根苗とは,苗長,外形で多段根苗が良好であった。
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